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羊毛製品の 防虫加工 に つ い て

中　 元　 直　 吉
＊

Mothproofing　Treatment　of 　WOolen　Fabrics

Naokichi　NAKAMoTo

　 は じ め に

　繊維 （とく に羊毛製品 ）を加害す る 昆 虫は数 10

種記載 さ れ か な り多 い が
， なか で も羊毛 を好み加

害する重要害虫 と い え ば
， 羊毛 の 蛋白ケ ラチ ン を

消化，吸収で き る能力 を有す る鞘翅目 ・カ ツ オ ブ

シ ム シ科 の ヒ メ マ ル カ ツ オ ブシ ム シ（姫丸鰹節虫 ）

AnthrenZtS　verbasci と ヒ メ カ ツ オ ブシ ム シ （姫鰹

節虫）AttagenUS　uniCOgor 　jaPoniCUS， 鱗翅 目 ・ヒ ロ

ズ コ ガ科の イ ガ （衣 蛾） Tinea　translucensと コ イ

ガ （小衣蛾）Tineoia　bissellieZlaの 以上 4 種 で あ る。

　こ れ らの 害虫 に よる被害を防 ぐ対策と し て は昇

華性防虫剤 （パ ラジ ク ロ ル ベ ン ゼ ン ・ナ フ タ リ

ン
・
樟脳 ），蒸散防虫剤 （DDVP ，　Empenthrin ），

接触殺虫斉1」（フ ェ ニ トロ チ オ ン ・ペ ル メ トリ ン な

ど）， 防虫加工 剤 （デ イル ドリ ン
・ミ チ ン

・
オ イ

ラ ン ・ガ
ー

ドナ ・ア レ ス リン な ど）及 び無酸素密

封包装 （脱酸素剤 ・窒素ガ ス 置換包装）が用い ら

れ て き た 。 著者 （1983）は 本誌の 15 ・16号 に
， 前

述 し た 重要 害 虫 の 形 態 ・生 態 ・加 害様相 及 び

Empenthrin以外の 防除法に っ い て 記載 した。そ

の 際防虫加工 に つ い て は加工剤 の 種類を記 し た の

み で ，詳細 に ふ れ な か っ た の で再度本誌 に 記述す

る こ と に した。防虫加工剤の な か に は以前か な り

普及使用 さ れ た が
， 最近 「有害物質を含有す る家

庭用品 の 規制 に 関 す る 法律」 に 基 づ き規制さ れ た

もの が あ る の で，まず こ れ に つ い て 述べ
， 次に 現

在市販 さ れ て い る 防虫加工 剤 ， 最後 に 食害抑制効

力が認 め られ る物質に つ い て ふ れ る こ と に す る 、

何か の 参考とな れ ば幸 い で ある。本文に 入 る に 先

だ ち，Gardonaと Allethrinの 防虫効果試験結果

の記載を許可 して 頂 い た全国 ク リ
ー

ニ ン グ環境衛

生同業組合連合会 ク リ
ー

ニ ン グ綜合研究所の 三 石

芳通次長 ， 出島茂氏 に心か らお礼申し上 げ る 。ま

た
， 文献 を引用 させ て 頂い た 奈良女子 大学 教授

辻井康子博士 は じ め 各位に 謝意を表す る 。

’
農林水産省横浜農林規格検査所

　 1．　
「
有害物質 を含有す る家庭用品の規制に関

す る法律 」 に基 づ き
， 規制 された防虫加工 剤

　 〔1） Dieldrin （デイル ド リ ン ）

　 シ エ ル 社が 1948年に ，
ヘ キサク ロ ル エ ポキ シオ

ク タ ヒ ドロ エ ン ドエ キ ソ ジ メ タ ノナフ タ リ ン （略

名 ；HEOD ，，分子式 ；C 、，．H ，Cl、O，分子量
，
380，9

，

性状 こ白色 ・無臭の 結品 ， 融点 ；177− 179℃ ）を

85％以上含有す る物質 をデイル ドリ ン と し て発売

し た 。本剤 は 接触剤 ・消化中毒剤と し て 作用 し，

強 力な殺虫力を有す る の で 農薬 ・
殺虫剤 と し て 広

く使fi1さ れ て き i　（L’”）
。 ま た繊維 （とく に 羊毛製品）

の 防虫加工 剤と して も有効で あ る と い う報告が 多

くな さ初 5
−

’1，iz ？冂・1／｛1

，デ イル モ ス ，モ ニ サイ ドな ど

の 商品名で 市販 さ れ
， か な り使用 され て きた〔21

。

　と こ ろが本剤 の 毒性 （中枢神経障害，肝障害），

と く に そ の 蓄積性が問題 とな り
， 昭和46年 7 月22

日，通産省は羊毛紡績会や 毛工連 など繊維関係 7
団体に 対 し，デ イル ドリ ン の 使用 を中止す るよ う

に 通達 した 121
。 そ し て

， 生活環境審議会 に お い て

検討 し た 結果 ， 繊維製品中の デ イル ドリ ン 含有量

は30ppm 以 ドと され ，「有害物質 を含有す る家庭

用品 の 規制 に 関する法律」 に 基づ き
， 昭和 53年10

月 1H か ら適用 され た c3 ／

。 繊維製品中 の 含有基準

値 を30　ppm と し た の は
， デ イ ル ドリ ン 防虫加工

を行 わ な く て も30ppm 程度の デ イル ドリ ン を有

す る製品が製造 さ れ る場合が ある こ と ， 繊維残留

値 30ppm で は安全 件の 面 で 問題が な い こ と，ま

θ
’
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たデ イル ドリン 防虫加工 の 有効濃度は少な く と も

150〜200　ppm 以上 で あ り ， 実質的 に デ イル ドリ

ン の 防虫加工剤 と して の使用を禁止す る こ と に な

る か ら で ある監3’
。 対象繊維製品は

，
お し め カバ ー

t

下着， 寝衣 ， 手袋 ，
くつ 下，中衣，外衣 ， 帽子 ，

寝具及 び床敷物，家庭用毛糸 で ある C3｝。な お，デ

イル ドリン は前述 した と お り毒性 ・蓄積性を存す

る こ と か ら昭和 47年に 有機塩素剤製造販売禁止 品

目と な っ て い る こ とを討記す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C】

0 Cl　 C −Cl

Dieldrin の 化学 構造式

Cl

Cl

　（2） Mitin （ミチ ン ）LA ，　 Mitin　LA 　conc

　 4 ， 6一ジ ク ロ ル
ー 7 − （2 ， 4

，
5 一

トリク

ロ ル ク ロ ル フ エ ノ キ シ ）− 2一フ ル オ ル メ チ ル ベ

ン ズ イ ミ ダ ゾー
ル （略名 ； DTTB ， 商 品 名 ；

Mitin　LA ，　 Mitin　LA 　conc ）は 羊毛製 晶等 の 防

虫加工 剤と し て ，1969年 ス イス で開発 さ れ我が 国

に も輸入 さ れ た が，毒性試験の 結果，極め て 強 い

経皮，経口 急性毒性 を有す る他，反復投与 に よ り

肝臓や生殖器 に障害 を生 じさせ る こ とが 明ら か と

な っ た ｛4〕。従っ て 繊維製品中 の 含有基準値が 前述

した デイル ドリ ン と同様 に 30ppm 以下 と され t4）
，

前述 した法律 に 基づ き昭和57年10月 ユ日 か ら適用

さ れ だ 4〕。対象繊維製品は 前述 し た デ イル ドリ ン

の 場合と同 じで ある。

◇
・
一

｛》
−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 HN　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N

　　　　　　　　　　　＼ ノ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CF ／t

　2．　 市販 防虫加工 剤

　近 年，防虫加工斉1」と して Mitin （ミチ ン ）FF ，

Eulan （オイラ ン ）U33，　Eulan　NK な どが カ
ーペ ッ

トや羊毛布団な ど に， Gardona （ガー ドナ）と

Allerthrin（ア レ ス リ ン ）が ク リー
ニ ン グ業界で

用 い られ て い る。各 々 の 効果に つ い て 記す ，，

　（1） Mitin　FF の 効力

　ガ イギー社が 1939年 に洗濯堅 ろ う度の す ぐれ た

防虫加工 剤 と し て
，

ジ ク ロ ロ ジ フ ェ ニ ール エ ーテ

ル を含む尿素誘導体で ある Mitin　FF を開発 した

cz）
u
　 Mitin　FF は 酸性染料と同様 な染色機構で 繊

維 に吸着 さ れ る の で ，染色 あ る い は染着防虫加工

剤 と い わ れ て い る ｛2” O）。

Cl

為〉 α

Mitin　FF

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl

IH−CO −NHC Ci

　本剤の 効力に つ い て は我が国 で も多く の 報告が

み ら れ る〔：’r］［t・u’｝。桑 名 ら
〔tt　9）は Mitin　FF の 防虫効

力 を試験 し た結果，ヒ メ カ ツ オブ シ ム シ，イガ及

び コ イガの 各幼虫に対 して は加一L率 1 ％で 効力を

発揮す る こ と （第 1 表）， ま た耐洗濯性 ・耐 ドラ

イク リ
ー

ニ ン グ性 に す ぐ れ て い る こ と （第 2表 〕

を示 した 。辻井
i1　t」

もイガ に 対す る Mitin　FF の効

力を調 べ た結果 （第 3 表）か ら
， 実用上 の 処理 濃

度（加工率 ：1は保管状態や耐洗灌性を考慮 して 3 ％

必要で あ る こ と を示 した。カ ーペ ッ トの 防虫性に

対 す る ウ
ール マ ー ク の 品 質 基準 は Mitin　FF

High　conc の 場合0．65 ％ o ．　w ．　f以上 で ある
［ls）

。

　〔2）　Eulan （オ ン ラ ン ）類

　ホ ス フ オ ニ ウ ム系化合物 に防虫効力 の あ る こ と

が 確認 さ れ，ドイツ の バ イ．エ ル 社か ら，Eulan　Ua3，

Eulan　CN ，Eulan　CNA ，　Eulan　NK ，　Eulan　NKF ，

Eulan　BN な ど の 商品名 で 市場 に 出さ れ た 〔2293 °冫
。

4tusclatoms 　　　　　 distributed

　↓　 　 　 　 ↓

○
一

・＜ン ー −

　 　 　 Eulan　U33

9
　 P

φ
Eulan 　 NK

N

C

N

Cl

Cl

8
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　 　 　 Cl

鳶 」∴。
一 、

6 一

　Eulan 類 も前述 し た Mitin　FF と 同様 に 染色

（染着）防虫加工 剤と い わ れ，多 く の 報告が み ら

れ る〔5
−13・L9・E7 ）

。 桑名 ら
〔
「
J
−

？）は Euian　U ． の 防虫効果

を試験 した結果 （表 1 表），ヒ メ カ ツ オブシ ム シ

の 幼虫に 対 し て は 1．5％ ， イガ と コ イガ の 幼虫に

対 して は 0．375％の 加工 率 で 効力を発揮 す る こ と

を示 し た 。ま た耐洗濯性 ・耐 ドライク リーニ ン グ

　 　 　 　 　 　 　 Cl

第 1表 Mitin　FF 及 び Eulan　Us3加 T．羊毛布 に 対 す る繊維害虫 の 食害量 （桑名 ・中村 ：1959，　Kuwana ら ；1963）

防虫加 工剤
加 工 率 ヒ メ カ ツ オ ブシ ム シ 幼虫 イ ガ 　 　幼 虫 コ イ　 ガ 　幼 虫

僵噸 食 害 量 喰 害指数
　 　 　 　 」

致 死 率 食 害 量
　 　 　 　 ヨ

食害指数 1致 死 率 食 害 量 食害指数 致 死 率

16％ 1．45 皿92 33％ O，56mg1 100％ 0．10mg 〈 ユ 100％
4 2．45 3 18 2．38 4 100 0．64 1 工00
1 5．45 7 11 4．12 7 100 1．50 2 100

Mitin　FF0 ．2514 ．39 20 3 43、76 74 4 6．98 10 100
O，062519 ．99 27 0 52，40 89 o 23．52 35 42

』
lOO156 　

．

　 　 0

一

72．7］

一

100

一

〇

49．6059

，ユ6

8嘆

］00

62 34．7867

．65

51100 82

Eulan 　U33 ．

　 61

．50

．3750

．09370

．02340

．OO58

　 0

1．3D2

．479

．4663

、17

69．14

241491

ユ00

10010010010

5

O．22D

．481

．30

ア．8449

．0045

．4659

．16

＜ 1

＜ 12138377100

100100

ユ001001202

D．241

．442

．547

，2041

．9046

．5667

．65

く 124116269100100100100

ユ001222

洋 ：食害量 の 数字は 4 週間ユ0頭当た り， 食害指数 は無 加 工 （0 ％）の 食害量をエOOと した場合，致死率 は 4 週間後 の

　 死 亡 率 を示 す 。

第 2表 Mitin及 び Eulan　Us3加工羊毛布の 耐洗濯性と耐 ドラ イク リ
ー

ニ ン グ性 （桑 名 ら ：1963）

加 　 丁、率
洗　　 濯 回　　 数 ドラ イク リ

一
ニ ン グ回数

加　工 　剤

（対繊維重量）

0 同 8 回 0 回 8 回

食 害 量 致 死 率 食 害 量 致 死 率 食 害 ．單．致 死 率 食 害 量 致 死 率

4．00％ 2．43mg46 ％ 2．42mg44 ％ 2．32mg44 ％ 2．42mg24 ％

Mi 巨n　FF
1．00 5．52 50 5．44 ユo 5．8ユ 30 6．02 24

High　conc ，
0．250

．062518

，6336

．48

60 19，6833

，34

00 20．4837

．56

80 18．3237

．36

40

0 85．20 　　　　OI 一 『 85．36 o 一 　　　一
2

6，00 ユ．62　 1

　　　　　　1

．
　　　10D 1，88 100 1．90 lOO 2．38i

　　 　　　　「

100

工，50 2．74 lOO 2．44 100 2，68 1DO 3．48 ユ00

Eulan 　U330 ．375 ユ4．90 loo ユ4．86 ユ00 15 ，94 100 15．68 ユQO

0．093745 ．60 49 57．44 1 46．98 5G 48．G4 50

0 87．00 o 一 一 86，30 0 一 一

注 ：1｝洗 濯 ：0，5％ モ ノ ゲ ン 液 42℃ 30分間処理後 ，
40℃ で 水洗，風 乾。

　 2） ドラ イク リー
ニ ン グ ：ベ ンゼ ン 32℃ 30分間処理後風 乾。

　 3）食害量 の 数字 は 30℃ 75％RH 　4 週問10頭当 た り ， 単位 は皿gで あ る。

9
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第 3 表 Mitin　FF 及 び Eulan 類加工 羊毛布 に 対す る イガ幼虫の 食害量 （辻井 ：1975〕

加　工．率
20　 　 ℃　 　 区 1 30　 ℃　　区

防虫加 工．剤 〔対繊維重量）
食 害 量 　 … 食害指数 致 死 率 i 食 害 量 食害指数 致 死 率

対　照　区 0 ％ 37．62mg 100 18、52 LOO

0．05 35．05 93 4 153，8 83 6

0．1 24．26 64 5 13，71 73 18

Mitin　FF
0．5 8．95 24 16 3．53 19 70

1．0 5．82 ユ5 13 1．18 6 72

3．O 1．89 5 24 0 0 96
5．0 0．62 2 42 〔〕 0 98

1　 0・05 33．37 89 14 17．26 93 8

l　 O・1 26．51 70 7 ユ5．22　 i82 2D

Eulan 　U33
0．5 5．89 16 18

　　　　　　1

5．29 29 96

ユ．G 3．62 lo 17 0．24　　
1 1 92

3．O 2．05 5 28 0 0 98

5，0 0．93 2 281 　　 0 0 100

0．05 22．66 60 9 　　　　12．85
匠

69 喚

o．1 17．06 45 11i 　　 7，00
E

38 Q

Eulan 　NKF
0．5 6．25　 1

　　　　　　　117
221 　　 3．17

［
17 14

1．0 4．68　 i ユ2 31 1、83 10 56

3．0 2、43 6 4ユ o．71 4 50

5．0 ユ．73 5 39 0 0 78

0．05 34．46 92 4 20．50 111 …　 6
0，1 32．01 85 3 17．96 97

旨

　　　　　 ユ2

Eulan　CNA
0，5 30，01 80 7 16．70

　 　 　 　 　 　 ミ

90 ユ4

ユ，0 22，89 61　 i 7 15．71 85 24

3．0 9．50 25　　　1 5 5．98 32 24

5，0 4．55 12 5 2．04 1ユ 36

注 ：20℃ 区 は ふ 化 50日 目の 幼虫 で ，体重4．　22mg （1 頭 〉，30℃区 は ふ 化後28日 目，体重 1．75mg （1 頭｝，食害量 の 数

　 字 は 1週 間 10頭当 た り で あ る 。

性 に つ い て も検討 し，第 2 表の とお り洗濯又 は ド

ラ イク リーニ ン グを 8 回 く り返 して も効力に 変化

が み ら れ な か っ た こ とを示 し た 。 辻井倒 は イ ガ 幼

虫 に対 する Eulan　U ．パ NKF ・CNA の 防虫効力

を調 べ た結果 （第 3 表）， 処理 濃度 （加工 率 ｝は

保管状態や耐洗濯性な ど を考慮 して Eulan　U ，3 と

NHF の 場合 は 3 ％ ，
　 Eulan　 CNA の 場合 は 5 ％

以上 必 要 で あ る こ と を示 し た 。 また谷 川 “ 9）も

Eulan　CNA の ヒ メ マ ル カ ツ オ ブシ ム シ幼虫に 対

す る効力を調 べ た結果， 4 ％ （加工率 ）必要で あ

る こ と や而寸洗濯性 ・耐 ドラ イク リーニ ン グ性に す

ぐれ て い る こ とを確認 し た 。

　著者 は布団用に輸入 さ れ た防虫加工済み （加工

剤 ；Eulan　WA 　new ）の 羊毛を試験す る機会が与

え ら れ た の で ， そ の 結果 を 第 4 表 に 示 し た。

Eulan　WA 　 new 加 T．羊 毛 〔推 定 加⊥ 率 1．25　−

1．5％）に 対す る ヒ メ カ ツ オブ シ ム シ幼虫 の 食害

暈 はか な り多 く 喰 害指数38〜97），効果 は あ ま

り認め られ な か っ た 。 しか し ， 仰転 ・致死率が23
〜56 ％ で か な り高か っ た こ とか ら，布団用羊毛の

場合は こ の程度の 効力で よ い の か も し れ な い 。衣

類 の 場合は 少 しで も食害 され ると着用で きな くな

る の で 防虫加工羊毛の 食害指数は 5 以下少な くと

も10以下が望 ま しい が，布団用羊毛 の 場 合は少し

食害 さ れ て も影響が 少な い の で ，食害指数 よ り仰

転
・致死率 を重視 して 効力の 判定 をして もよ い の
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第 4表　布団用 の 輸入防虫加工羊毛 （加工 剤 ；Eulan

　　　 WA 　new ）の 食害試験

輸入 供試羊毛　 推　定

（輸 入 国 〕　 加工率

　　　　　　　 〔％｝

ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ幼虫

a 　　（イ　ギ
1
リ　ス ）

b に言，司

ユ．5

舗 ，
館 函野

21．6

ユ．25　　　　18．6

44　　47 　（47 ）

38　　　56　〔50）

C （ 〃 〕 1，2522 ．6 4647 〔301

d （ 〃 ） 1．2547 ．0 9723 （23）『 一一
対照 区（無 加工 ｝ 0 48．7100 0

注 ：食害試験 は 28℃ ・75％RH ，3 週間行っ た 。 供試虫

　　体重 は 76mg／lO頭，供試数 は 3 連制。

で はなか ろうか 。 効力判定基準の 再検討 が必 要と

考え る 。

　（3） Gardona（ガ
ー一

ドナ ）

　本剤は 1963年 シ エ ル社が 合成 し た フ エ ニ
ー

ル ポ

ス フ エ ー ト系化合物の 1 つ で あ り， ラ ン タ イズ

DM −10 （商品名）と も呼 ばれ て い る 。 本剤の 化

学名は 2一ク ロ ルー 1 − （2
，

4 ， 5 一 トリ ク ロ

ル フ エ ニ ル 1 ビ ニ ル ジ メ チル ポ ス フ ェ
ー

トトラ ン

ス 異性体 。

一 欝づ
　 　 　 　 　 　 　Cl　 α

　本 剤 の 防虫効 果 に つ い て は Bry ら c24）が
，

Attagenus　megatoma 〔ヒ メ カ ツ オ ブ シム シ の 一

種 ）の 幼虫を供試 して調 べ ，効力が高い こ と を示

して い る 。 著者 も全国 クリ
ーニ ン グ環境衛生同業

組合連合会 ク リ
ー

ニ ン グ綜合研究所 （．三 石芳通次

長 ， 出島茂氏）で Gardona加工処理 され た羊．毛

布の 防虫効力を試験す る機会 が与え ら れ た の で
，

そ の 結果に つ い て記述 す る 。

　供 試虫 に は ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ （Attagenus

unicolor 　japQnicus）と ヒ メ マ ル カ ツ オ ブシ ム シ

（Anthrenus　verbascD の 各幼虫を用い た。ま ず

加工率 と効力期間と の 関係を調べ ，そ の結果を第

5 表 に示 した 。 ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ に対 し て は

O．6％ で 2 カ 月 間，1．2％ で 5 カ月間，2．4％ で 10

カ月間効力が認 め られ た。ヒ メ マ ル カ ツ オブシ ム

シ に 対 して は ， 0．5％ で 5 カ 月 間，1，2％ で 10カ 月

間，2，4％ で は 10カ 月 間以上の効力が期待され た
。

特に本剤の 殺虫効力は顕著で あ っ た 。

　次に効力の 表われ る 食害日数 を知 る ため に ， 加

工布を 1
，

2 ， 4 ， 8 日間食害 さ せ ，そ の 後各々

無加工布 を 2週問食害 させ た。そ の 結果 （第 6表 ），

ヒ メ カ ツ オブシ ム シ に対 し て は L2 ％ ・2，4％の 場

合 4 日間で
，

ヒ メ マ ル カ ツ オブ シ ム シ に 対 して は

0．3％ の 場合 4 日，0，6％の 場合 2 日，1．2％ ・2．4％

第 5 表　Gardona 加工 羊毛布 に 対 す る カ ツ オ ブ シ ム シ 類幼虫の 食害量

羊毛布の 防虫加工処理後 の 経過 日数

銑ハ

シム ン

試　虫

加 工 率

〔薑
繊

蜑：〕
］　 週　 　聞

．
　 　 2　 　 カ　 　月 5　　カ　　月

　　　　　　　 一
10　 カ　 　月

食害量

吋 lo頭 1
食　害

指 　 数

仰転 ・
致死率

〔％ ：旨
1剛 1噸 1
鑼

犠
滞
致 死 率
1％ ｝ 内 ！10蜘

査醸 「蚤害

　　　 指 　数

仰転 ・
致死率

〔％〕

一

畿藍 蕾
〔mg！lo頭1 指　数

仰転 ・
致死 率
〔％ 1

　　　　．

カ ツ オ ブ

．

シ

2．41

，20

．60

、30

Σ41

．20

．6G

．3

Oo

，ll

、622

．661

、90000

0

く 13

：〜7100

ユ00〔8ω

1D釧 65）

70〔30：1

　5（ o〕

　 o

o．40

，83

，644

．639

．5

1291

工3100

100〔82）

100〔ア8｝．
88〔68｝

　 O

　 o

〔｝

033

．0
−

34．5i

　 o

　 o

　 96

．　 −

　 100

lOO（95）

loo 〔go｝

　 D

　−

　 0

02go

−

−

36、8

079

−

−

100

93〔8ω

7〔 η

一

一

7〔 7）

マ ル カ ッ

シ ム シ

OooD 1DO〔87）

lOα 83）

100〔90｝

10〔1〔90：1

00014

，8

Oooll2lO軌 98｝
，
．100110餌．

1DO（96）．

26（24）

〔｝

〔〕

32

　 　 1一

oo19

一

100 〔10ω

1〔｝0 〔100 ）

50〔40 ）

　
一一

　　 1

04

．222

．5
一

o

王68

ア

ー

　　　一
ユ00（37）

37（2η

　3（ 3〕
　『

oll ．8　　　100　　　　7（　7〕　　13、2　　　10D　　　20〔　16｝　16，9　　　1〔）〔〕　　　0 26．0　　　100　　　　0

注 ：食 害試験 は 28℃，ア5％RH で ヒ メ の 場合 2 週 聞，ヒ メ マ ル の 場合 3 週 間 行 っ た。供試 虫の 体重 〔mg ／10頭 ！ は44− 66，ヒ メ マ ル

　 の 場合19〜24，供 試 用 は 2 − 5連 制。食告指数は 対照 lx〔0 ％ ）の 食害 量 を1〔〕oと した 場 合を示 す。仰転 ・致死 率の 〔 1 内の

　 数字 は 致死率 を示す。
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第 6表　Gardona加工 羊 毛 布食害期 間 と効力発 揮 と の 関係

O．3 ％ 加 工 区 0．6 ％ 加 工 区

加 工 布

食害 日数

1一

　 加　 工 率 無 加 工 布 加　 一T二 率 無 加 工 布
一

（日
食 害 量 仰転

・
致死 食 害 量 1 仰転 ・致死 食 害 量 仰転

・
致死 食 害 量 ・仰転

・
致死

（m ／IO頭）率　 （％ ）（m ね0頭）率 　 （錫 ）〔m ／10頭）率　 〔％ ）（m ／10頭 ）率　 （％ ）

o 一 　 56、8 o 一 一 一 一

【
一 一 一 一 12 20（ 0） 49．O15 （15〕

ヒ メ カ ツ オ ブ シ
2 一 一 一 一 1．0 30（ 0） 35．830 （30｝

ム シ
4 一 一 一 　

／，5 30（15 〕 47 、020 （20）

8 一 一 一 一 1，1 35（30〕 30．335 〔2D）

0 一 一 14．323 〔23）
一 』 一 一

1 0 17（ 0） 13．817 （17） 0 53〔 0＞ 5，560 〔60）
ヒ メ マ ル カ ツ オ

2 0 50〔 0） 3．857 （57） o 93〔 0） 0．3100 〔83）
ブ シ ム シ

4 0 73〔 ω 1，280 （77） 0 100〔 7） 0 目 00（⊥00）

8 0 ⊥oo（17） 0 100（100｝ o 100〔43）1o 100（100）
．

加 工 布

食害 囗数

1．2 ％ 加 工 区 2．4 ％ 加 工 区

加　 工 　 率 無 加 丁、布 加　 工 　 率 無 加 工 布

（目 ）
食 害 量

〔m ／10頭）
仰転

・
致 死

率　 （％）
食 害 量

（m ／lo頭）

仰 転 ・致 死

率　 〔％ 〉

食 害 量

（m ／lo頭）
仰転 ・致死

率　 （鮒
食 害 量

価 ／10頭 ）
仰転・致死
率　 傷 ）

0 一 一 一 一 一 　 一 一

ヒ メ カ ツ オ ブ シ
12 00 50〔 O）

75〔10）

39．09

．935

（35）

75〔75）

Oo 60（ O）

80〔 5）

30．77

．460

〔60）

80〔 75）
ム シ

4 0 90（ 5〕 1．985 〔80） 0 100 〔 15 ） 0．9go （go〕

8 0．190 （40） 4．780 （8Q） 0 100（50） 0 100qOO ｝

0 一 一 一 一 　 一 一 一

1 0 97（ o） 0．597 （93） 0 97（ o｝　　　 0．1． 97（97）
ヒ メ マ 丿レカ ツ オ
　》　、　　　　　　　　、
フ ン ム ン

24

　　　　旨

00

　　　　 　

100（ 0）
100（ 3｝

00 100〔100）

100（100〕

00 100（ 0）

100（13）

00 100〔10G）

100〔lOO）

81 　 　 0 100（33）i0 ユ00（100〕
．

　 　 　 　 　 　 　 ｛
0 ユ00〔47｝ 0 100（100）

注 ：加 ：L布 を 1 〜8 日間 食害 さ せ ，そ の 後無加工 布 を 2 週 間 食害 さ せ 、効力 の あ らわ れ る 期間を調べ た．食害試験

　　はZ8℃，75％ RH で 加工 布 の 場合 i，2，4，8H 間 ，無加 」7h
’
に 対 して は 2 週間行 っ た。供試虫体重 〔mq ／10頸〕

　　は ヒ メ の 場合52
，

ヒ メ マ ル の 場 合 19，供 試 数 は 2 − 3 連制。仰転
・
致死 率 の （　） 内の 数字は 致死率を 示す。

の 場合 1 口 で 効力が 発 揮され る こ と が示 さ れ た 。

次に耐洗濯性 ・耐 ドラ イク リ
ー

ニ ン グ性 を知 るた

め に
，

モ ノ ゲン 又 は パ ーク ロ ル エ チ レ ン で 1 回処

理 し ， 食害試験 を行 っ た結果，第 7 表 に 示す と お

り効力が な くな る こ とが示 さ れ た。

　（4） Al！ethrin （ア レ ス リ ン）

　ア レ ス リ ン は ピ レ ス ロ イ ド系の薬剤で，ピナ ミ

ン （商品名）とも呼ばれ，衛生害虫 の 駆除剤 〔蚊

取線香，エ ア ゾール 剤な ど）と し て か な り使用 さ

れ て い る ［31 ］

。 Bry ら（z5 ）は ア レ ス リ ン に は 防虫加工

剤と し て の効力 も認 め られ る と報告 して い る 。 著

者 もア レ ス リ ン で 加工 され た羊毛布の 効力を試験

する機会が与 え ら れ た の で ，そ の 結果 に つ い て 述

べ る 。 ア レ ス リ ン 防虫加工 は前述 した ガー ドナの

場合 と同様に ク リ
ー

ニ ン グ綜合研究所 で 行 っ た も

の で あ る 。 使用薬剤 は米国 MGK 社 の D 一
トラ ン

ス ア レ ス リ ン F2043で あ り，そ の成分 ， 化学式 ，

化学構造式は 次 の とお り で あ る 。

　イ）D 一
トラ ン ス ア レ ス リ ン （純度93％）

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 − 33．34％

　ロ ） ピ ペ ロ ニ ル ブ トキ・f ド　　　 ー33、33％

　ハ ）MGK 　264　　　 　　　　　　 − 33．33
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第 7表 GardQna及 び Alicthrinの 耐洗濯性 ・耐 ドラ イク リーニ ン グ性

　 洗
一」广一、曲

濯 1　　 回 ドラ イク リ
ー

ニ ン グ 1 回

加 　 工 　 剤
加　工 　率

（対繊維重量）

　　　　　、
ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ ヒ メマ ル カツオ ブシム シ ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ 1ヒメ マ ル カ ツ オブ シム シ

食 害 量

陶 ／10頭 〕　　　　齔
食害指数
．　广一．

食 害 量

鈎 ／ユq頭 〕 食害指数
食 害 量
（mg ／10頭 〕 食害指数

．食 害 量

〔mg ／10頭 ｝
食害指数

．一一．
2．4 4L3 86 7、1 67 46、8

　 　 E99

8．0 61

12 46 ．3 96 7．8 74 54．9 117 10．8 82
Gardona

〔〕．6 40．0 83 9，2 87 56、7 120　　 1ll

．2 85

0，3 一 一 8．6 81 一 1−「 10．7 81
一 一一

0．08 39．3　 　582 1〔〉．o 94 51，1 108 11．7 89
AUethrin 2 i 旨

0・04　 144 ．5 93 13・61128 64．2 136 10．1 77

対 　 照 　 区

　　　 1

0 4＆ 0
．
　 　 】001 　 10．61

．
　 　 loo 47 ．1

　 　 　 1 ］00 13．2 lo（1

注 　1〕 洗濯 は 0，5％ モ ノ ゲ ン 液 （浴 比 1 ；ユ〔〕O〕，40℃ ，2〔〕分 間 振 盪 処 理 ，3Q分 間 水 洗，風 乾 。

　　2〕 ドラ イ ク リーニ ン グ は パ ーク ロ ール エ チ レ ン （浴 比 1 ：50）， 常 温 ，
16分 問 振 盪 処 理 ， 風 乾 。

　　3〕食害試験 は 28℃ ，75％RH で ヒ メ の 場 合 2 週 間 ，ヒ メ マ ル の 場 合 3 週 間 行 っ た。供 試 虫 体 重 （皿g／10頭｝は ヒ

　　　 メ の 場 合44，ヒ メ マ ル の 場 合 15
， 供 試 数 は 2 〜3 連 制。

第 8 表 Allethrinの 加 工 羊 毛 布 に 対 す る カ ツ オ ブ シ ム シ類 幼 虫 の 食害 量 （そ の 1 ）

羊毛布 の 防
．
虫加工 処理後の 経 過 日数

供　　試　　虫
加　工 　率

〔対繊維 重 量 ｝
1 週 間 2 カ 月

一
食 害 量

（mg ／ユo頭 ）
食害指数

仰転
・
致死率

　 （％） 島補
1

食害指数
．
糟評

率

0，08 0 o 45（0） 34．9 88 0

0，04 ユ．o 2 25（0）
1
　 　 40．3 102 o

ヒ メ カ ツ オ ブ シム シ 0．02 43．0 70 0 46．1 117 0

0．011 　　 54．8 89 0 一 一 0

0 ：
　 　 6ユ．9 100 0 39．5 100 0

一一一
0．08 1．工 1　　 ユo

I
23（13｝ 15，3 116 16（1）

ヒ メ マ ル
0、04 4，7 　 　 …40

　 　 16
（3＞ 14，8 112 24（22）

カ ツ オ ブシ ム シ
0，02 10．9　　　 旨 93 20（20） 16．9 128 16〔16）

O．0ユ 14，0 1ユ9 13〔13〕 一 一 一

o ll．8 100 7（7） 13．2 100 20〔16）

注 ：食害試験 は 28℃，75％RH で ヒ メ の 場 合 2週 間，ヒ メ マ ル の 場合 3 週 間行 っ た 。 供試虫体重 （mg ／10頭） は ヒ メ

　　の 場合66，ヒ メ マ ル の 場合 19− 22，供試数 は 2 〜5 連 制，仰転
・
致死 率 の 〔 ）内の 数字 は 致死率を示 す。

イ）は 有効成分で 化学式 は G ，H 、。0 ，， ロ 〕と ハ ）は

増強剤で あ る。

　　　　　　　　　　　　 0　　　　　　　〔CHの 2

…　 。　 さ

11　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 HC ＝C （CH3＞u

CCHa 　　　　 CH3

　供試虫に は ヒ メ カ ツ オブ シ ム シとヒ メ マ ル カツ

ォ ブシ ム シ の 各幼虫 を用 い 試験 を行 っ た ，， まず，

加⊥率と効果期間と の 関係を調 べ
， そ の 結果 を第

8 表と第 9 表 に 示 し た v ヒ メ カ ツ オブ シ ム シ に対

す る 有効期間 は 0．08％ の場合短か っ たが，0．2％

の 場合 は 8 カ月間で あ っ た 。 ヒ メ マ ル カ ツ オブ シ

ム シに 対 す る 有効期間 は 0．Q8％ の 場合や は り短

く，O．2％の 場合 3 カ月間，　 O．5％ の 場 合 8 カ 月間

以 上が期待 さ れ た。 こ の こ と ぱ ， ア レ ス リ ン に対

す る ヒ メ カ ツ オブ シ ム シ の 感受性が
，

ヒ メ マ ル カ

ツ オ ブシム シ の そ れ よ り高 い こ とを示 し て い る。

ガー
ドナ に 対して は前述 し た とお り，ヒ メマ ル カ

ツ オブ シム シ の 感受性が ヒ メ カ ツ オブ シ ム シの ぞ
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第 9 表 Allethrin加 工 羊毛布 に 対 す る カ ツ オ ブ シ ム シ 類幼虫の 食害量 （そ の 2 ）

羊毛布 の 防虫加工 処 理後の 経過 日数

供　 試

ヒ メ カツオブシ

ム ソ

ヒ メマ ル カツ オ

テ　，　　　　　’
フ ン ム ン

虫

加 工 率
ユ　 週 問 i1　 カ 月 2　 カ

　　　．
月 3　 カ 月 5　 カ 肩［　 　 　 し

8　 カ 月

〔畫豐
鵬 ！

驫
（％）

食害量

吋 10豆則

仰転 ・
致死率

（％｝

食害量

〔mg〆lo頭｝

仰転
・

致死率
（％｝

食害量
〔剛 ID頭｝

仰転 ・

致死率
（％｝

食害量
圃 lo頭：1

仰転 ・
致死率
（％｝

食害量

！mg〆IO頭〕
　　　　．

仰転 ・
致死率

〔％）

2 0 100o 100D lOOo 100 一 一 o 100

〔94〕 （go） 〔10ω 19ω （95）

1 0 100 〔1 1000 1000 100 一 o 100
（78｝ 〔92） 〔10ω （63〕 1

一

〔100）
　“　、
フ ン 0，50 lOO0 100D 1000 100 一 一 D 95

158） 〔60〕 〔97〕 （7ω 〔401

O，2o ユ00o 1000 100　… o 100 一 一 1．415
（18） （22） 〔57り 〔17） （ o｝

o56 ．3 D31 ，2 040 ．4 01 　　33，1 0 ｝ 一 36．8
誘　　　尸

2 o lOD　 Io 1000 looQ 87o looo 95

（96｝i （75〕 〔97〕 〔47〕 〔531 〔3ω

1 o 100o ］ooD ioOo 800 100o 85

〔86｝ ｛ 701 （90｝ 〔 57） 〔6η 〔2ω

ツ オ o，5o 10Q0 lDOo 100o 700 1001 　 0 70
（9ω 〔57） （go） （33） （40） 〔2ω

0．20 旨　 100o 100D 100o 6322 ．3 78 ，．弖 o

0

　　　 〔84｝

11．3　　 　 8
　　　 〔 8）

　　　 132 ｝

13．5　 　 　 23
　 　 　 ｛201

　　　 〔 5〕

2D，3　　　　　　20　　　　21．1
　　　 〔20）

143 〕　　　　 〔

　30　　 31．5
〔30〕

6〕

3　 　 26，0
3〕

o

注 ：食害試験 は28℃，75％RH で ヒ メ の 場合 2週 間，ヒ メ マ ル の 場合 3週間行 っ た。供試虫の 体重 は ヒ メ の 場合43

　　〜80，ヒ メ マ ル の 場合2ユ
ー26，供試 数 は 2 − 5 連制，仰転 ・致死率 の （　｝内の 数字 は致 死率を示 す。

第10表　Allethrin　O．2％ 加T．羊毛布 の 防虫効果 に 及 ぼ す紫外線 照 射 と 日光 暴 露の 影響

羊毛布の 防虫加工 処理 後 の 経過 口数

1　 カ　 月 3　 カ　 月

O．2％加工布に対す る処理方法 　　　　　 P

ヒ メ カ ツ オ フ シ ム シ
　　　　　　　　　ー 一、．一

ヒ メ カ ツ オ ブ シ ム シ ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ ム シ

　食 害 量

（m ／10頭）

食 害

指数

　　 一『

仰 転

致死 率
　 （％ 〉

　食 害 量

（m ／10頭 ）

食害

指数

仰 転

致死 率
　 （％ ）

　食 害 量

〔m ／10頭）

食 害

指数

仰 転

致死 率
　 〔％ ）

紫外線 10  uw ／c  2 時間照射

　 ク 　 200uw ／c  　　 ク

日光暴露 1 日間 （9〜16時〉

　 ウ 　 2 日 間 （　 ケ 　 ｝

無処理区

1．30

．906

．90

42019027（3）

7（0）

20（0〕
7（ω

90馴

0．616

．80

呂．20

　 　 　 …

246023025（5｝

10（ω

30 
25〔1切

85 

】8．028

．5

ユ1．8

ユ9．8

／．8

57go37635loω

3ω

3〔0）
3〔0）

47（3｝

対照区 （無加工 布） 36，9100 o 36．2　 　 　 100 o 31，6100 0

注　食害試験 は 28℃，75％RH で ヒ メ の 場 合 2 〜3 週 間，ヒ メ マ ル の 場 合 3 週 間 行 っ た。供試 虫体重 〔rng／lO頭 ）は ヒ

　　メ の 場合65〜102
，

ヒ メ マ ル の 場 合27
， 供試数 は 2 − 3連制 ， 仰転 ・致 死 率 の （ ）内 の 数字 は 致死 率を示 す。

れ よ り高い こ とか ら，防虫効力発揮機構 に か な り

相違が あ る も の と思わ れ る 。

　次 に ，ア レ ス リ ン 防虫加
．
1二羊毛布の 効果に及ぼ

す 紫外線照射と 日光暴露の影響を調 べ た結果 ， 第

10表の と お りか な り防虫効力が低 ドする こ が示 さ

た 。

　Mayfieldら〔：”」｝は ア レ ス リ ン と同 じ ピ レ ス ロ イ

ド系 の Permethrin （ペ ル メ ト リ ン，商品名エ ク

ス ミ ン）が防虫加工剤 と して優れ て い ると報告 し

て い る。本剤 は殺虫力 ・残効性 と もに 高い の で 衛
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生害虫の 駆除剤 （ゴ キ ブ リ川 エ ア ゾー
ル 剤な ど ｝

と し て か な り使用さ れ て い る薬剤で あ る c31）。しか

し，我が国で は人体に及 ぼ す薬害が懸念 され防虫

加工 剤 と して 実用化 され て い な い こ とを付記 す

る。

第11表　供試染料 （谷川，1958）

　3，　 その他食害抑制効果が認め らた物質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Auramine　　　　 Tartragine　　　　Chrysophenine
　染料，洗剤及び界面活性剤な ど の な か に は繊維
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Magenta　　　 Picric　Acid　　 Cirious　yellow
害虫に 対し食害抑制効力をもつ 物質が ある こ とが 　　　　　　　　　　S。1ar・blu，　bヱack
知 ら れ て い る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃度 は 酸性染料，直接染料 は 6 ％，塩基 性 染料 は 3 ％

　（1） 染料の 防虫効果　　　　　　　　　　　　　　と した。染色時聞 は 沸騰後30分間 と し，染色後充分 水

　谷川［iG ）li第 11表に 示す染料 を供試 し て そ の 防虫　　 洗 して 乾 燥 した 。

　　　　　　　　　　　　　　　 第12表　供試界面活性剤 〔谷川 ，ユ972 〕

塩基性染料
　 　 　 　 　 　 …

酸 性 染 料 直 接 染 料
』

Phodamin Acid　 red C ・ ngo 　red

Bismark　brownSllk 　skarletBenzo 　purpurin
Maracite　greenAcid 　green Direct・ range

Methylene　blueAcid 　blue Direct　sky 　blue
Methyl　vi 。［etAcid 　brOwn Direct　brown

界　面　活　性　剤

　　　　　　　　 1

構　　　造 　　　式
メ　

ー
　 カ　

ー

〔商　品　名 1 形　　　状
濃
グ　略 号

　 　 〔ア ニ オ ン 系〕

alkyl 　 sulfate

　 I 〔R；C弖2H2 ⊃）

R −0 −SO3Na

花　干　石 　鹸
（エ マ ー

ル 0 ｝

　 　 　 　 1

自色粉末 99．7
．
AS＿1

　 ll（R ＝C12H2s）

alkylbenzene 　sulfonate

亅（R ＝¢ 1：H2s側鎖｝

　 H〔R ＝C12Hx．直鎖 ）

　田（R ＝CBH2。 直鎖）

α
一
〇lefin　s口1fonate

　（原料オ レ フ ィ ン

R −Qs
。、Na

R −CII＝CH −（CH 〕。−

CH2−SO ／tNa

ラ イ オ ン 油脂　　自色 ペ ー一
ス ト　 36　　AS −II

　花　＋一・山
．

鹸
〔不 オペ レ ッ ク ス 05）

　花　王 石　鹸

　 ラ イ オ ン 油 脂

　 ラ イ オ ン 油 脂

淡黄色粉 未 　 95 　　 ABS

ア メ 色流 動 体

乳色流動 体

ア メ 色流動体

5848

．239

．3

LAS − ILAS
− HAOS

CTS〜Cm ＞

alkylether 　sulfate

　〔R ＝ C1凸 5）

R −0 −（C2H 、0 ），SO3Na ラ イ オ ン 油 脂 無 色 透 明液体 22．3AES

alkyl 　sulf 。 nate

　（R ＝G5Hr 、〕

R −SO3Na ラ イ オ ン 油 脂 ア メ 色流動 体 66．5PS

〔カ チオ ン系〕

CI工3 十

trim 紬 y［hexadecyl
ammonium 　 chloride

R −N −CH3
　 1

Cl一
円　本　油　脂

（カ チ オ ン PB −40）
… 透明液状 40THAC

CH3 ．
3

alkyldim 巳thylbenzyl 　　　　　：
CH 巳

1

十
旨

1

ammonlum 　chloride ◎ −CH ・一ドーR α
一

1 CH3 口　本　油　脂 透明液状 50ADBAC −1
（カ チ オ ン F25ω

H （R ＝ C12−L。rich ｝

隊 。．R］
＋

Cレ 花　＋　石　鹸
〔サ ニ ゾー

ル Cl
透明液状 50ADBAC −II

alkylpic 〔〕linium　chloride （主 成 分 不 明｝
花　土 　石　鹸
（ポ ジ トン B ）　

．褐色流動体
57APC

（R ＝CL2−Llrich ）　　　　　 1

〔ドラ イク リ
ー

ニ ン グ ・リ
ン ス 斉IP

日　 本　石　汕
（ソ ル ノ ン リン ス 〕

透 明液状

＊

濃度 はメ
ーカー

か ら示 され た もの で あ る。

一
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防虫効果を調 べ た 結果 （供試虫は ヒ メ マ ル カ ツ オ

ブ シ ム シ幼 虫）， 塩基性染料の Methyl　viQlet
，

Magenta，　 pholanlin，　 Auramin，　 Maracite　green，

酸性染料の silk 　skarlet ，　 Picric　acid に 食害抑制

効果が ある こ とを報告して い る 。 また辻 （13）は イガ

幼 虫 を 供 試 し て ， Matius　 yellow　 Palatime

ChrQme　 Red　 R ，　Naphthol　 yellows ，　Suminol

Milling　Cyanine　GR 　extra ，
　 Orage　BC に食害抑

制効力が ある こ の を示 した 。 しか し，染料に は殺

虫力は認 め られず，食害を抑 制す る原因 は染料の

化学構造に起因す る と推測 し て い る 。

　（2） 洗剤 と界面活性剤の 防虫効果

　谷川 i16・tアns ヒ メ マ ル カ ツ オ ブシ ム シ幼 虫を供試

して
， 洗剤に 防虫効果 が あ る か 否か を調べ た結果

（処理法 ：0．5％溶液，80℃，20分間浸漬後十分

に 水洗），モ ノ ゲ ン ， ミケ ソ
ープ，エ マ

ー
ル ，セ

ン タ ッ ク ス に は食害抑制効力が 認め ら れ た が ，マ

ル セ ル 石ケ ン に は認め られ な い こ と をまず報告 し

た 。 次に 谷川 c21，は 第12表 に示す各種界面活性剤の

食害抑制効力を検討 した。そ の 結果 （第13表 ， 第

14表）ノニ オ ン系の もの は概 して防虫効果がな く

ア ニ オ ン ，カ チ オ ン 系 の もの は効力が か な り大き

い こ とを示 した。 しか し， 界面活性剤 に は殺虫効

力が認、め られ な い こ とを示 して い る 。 さ ら に 谷川

｛21）は モ ノゲ ン の 食害抑制効果 が高 い の で ， 高級ア

ル コ ール サ ル フ エ ー トの 炭素数と防虫効果 の 関係

を調 べ た。そ の 結果 ， 食害 量 は CiE＜ C ，fiく CL。 ＜

G3 の 順で あっ た の で C12〜Clf，の あ た り が大 き い

防虫 効果 を示 す と考察 し て い る。

ま た谷川 C211は界面活性剤に食害抑制効果が認 め ら

れ る の は ，80℃と い う高温で 処理 し た場合で あ っ

第 14表　 ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ ム シの ア ニ オ ン ，カ チ オ

　　　　ン活性剤処理羊毛 に 対 す る 食害量

　　　　　　　　　　　　　　　　　（谷Jll， 1972）

界　面 活　性　剤
食 害 量
〔mg ／10頭）

食害指数

無 加　　工 21．10 100

I
　　　AS −1 1．62 8

π 2．73 13

ABS 0．74 4

ア ニ オ ン 系 LAS −1 1．42 7

2 ユ．04 5

AOS 0．93 塗

AES ユ、85 9

PS ユ．83 9

THAC 5，75 27

カチ オ ン系
ADBAC −1
　　 〃 　 　 且

ユ．22

ユ、17

66

APC 0．63 3

処 理 法 　濃 度O．5％，80℃，50分 ，浴 比 1 ：50。供 試 期

　　　 間28日 間，供試数 4 連制 。

た の で
， 羊 毛洗濯温度 で あ る 30〜35℃ で 処理 した

場合 は どうな るか に つ い て ，カ チ オ ン 系 の カ チ

オーゲ ン H を供試 し て 行 っ た と こ ろ，防虫効 果

は 低 下 し た と 報告 して い る 。さ ら に
， 谷 1「卜2幽 は

カ チオ ン 系の カチ オ
ー

ゲ ン H と ジ ア ミ ト
ー

ル ，

ア ニ オ ン 系の LAS と AS の 耐洗濯性 ， 耐 ドライ

ク リーニ ン グ性を調べ ，効力が低下 し な い こ と を

報告 して い る。な お ， 界面活性斉1」の なか に は薬害

（とく に ア レ ル ギ ー体質の 人 へ の 皮膚障害）が認

め られ る も の が あ る と い わ れ て い る［．t’Z］の で ，こ の

点慎重 に検討 す る必要が あろ う。

第13表　ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ ム シ の 各種界面活性剤処理羊毛 に 対す る 食害量 〔谷川 ，
ユ972）

界　　　　　面　　　　　　2舌　　　　　怛三　　　　　斉り
食害量

（n19 ／25頭）
食害指数 タピ虫数

モ ノ ゲ ン （粉末，家庭用） ユ．16 5，24 ．3

ア ニ オ ン 系
モ ノ ゲ ン （ペ

ー
ス ト・高級 ア ル コ

ー
ル サ゚ ル フ ェ

ート・有 効 成 分 ：6・5％ ） 0．87 4．07 ．5

ネオ ゲ ン R （ドデ シ ル ベ ン ゼ ン ス ル ポ ネート，有 効 成 分 ：58 − 62％ ） 0．78 3．55 ．0

マ ル セ ル 石 ケ ン 29．75133 ．8　 15 ，8

カ チ オ ン 系　カ チ オ ゲ ン 且 （ア ル キ ル ピ コ リニ ウム ク ロ ラ イ ド
， 有効成分 ；25％1O ．85 3．8　 i

　 　 I6 ．0

ノニ オ ン 系　 ノ イゲ ン SS （ポ リエ チ レ ン グ ラ イコ
ー

ル ア ル キル ア リル エ
ー

テ ル 型） 17．42 78，43 ．5

対　照　区 嘸 処理 ） 22．23lDO 4．3

注 ：処理 条件 ：0．5％溶液 ， 80℃ ，
ユ0分 ， 浴比 1 ：50。食害期 間 ：エ4日 ， 供試数 4 連制
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　 4．　 今後の検討事項

　 使用 禁止 され た 防虫加工剤の 理由 ， 市販防虫加

」1剤の 効力及 び将来の 防虫加工剤 と し て有望な も

の に つ い て 記し て き た が
， 今後の 防虫加工剤の 問

題 ・方向に つ い て 考え て み た い 。 柴肝 〕は，優れ

た防虫加工剤 と して は次の条件を満 た した もの で

あ る と述 べ て い る 。

  防虫効果が 大き く，永続的 で ある こ と 。

  無色 無臭で あ り
， 且 っ 着用 に当 っ て ，人体の

　 生理 機能に 影響 を及ぼ さな い こ と 、，

  洗濯や ク リーニ ン グ等の 影響 で 効果が失わ れな

　 い こ と 。

  羊毛製品の 色相， 染色堅牢度 ， 風 合，触感 な ど

　 を阻 害 しな い こ と。

  着用中或は製造工程で 変質した り，染料と か 助

　剤な ど に 影 響 を与え な い こ と 。

  加工 法 が簡単 で あ り，費用が 低廉で あ る こ と 、，

　 し か し ，
こ れ ら の 条件を完全に 満た せ る防虫加

工 剤 は ま す ま す 期待で き な い状況 に ある 。 こ れ は

  と  を満た す も の は   の 薬害 の 問題 に つ き あた

り ，     と  と は 裏腹 の 関係に ある と思 わ れ る か

ら で あ る
， デイル ドリ ン が そ の例 で あ る。今後 の

防虫加工 剤に 対す る要求 は人体に及ぼす薬害の 問

題が 第 ］ で あ る の で，か な り長期間使用 さ れ る

カ ーペ ッ トや ふ と ん 用羊毛 の 場合 と ， 度 々 洗濯 ・

ク リーニ ン グ さ れ る衣服 の 場合と に 分け て 考え て

み て は ど うだろ う か 。 前者 の 場合は 長 期間使用 さ

れ る機会が 多い の で 効力持続性 の 高い こ と が か な

り要求 され るが，後者の 場 合は皮膚 に接触 す る機

会， ま た洗澹i・ク リ
ー

ニ ン グす る こ とが 多い の で

効力持続期間 は 6 〜10カ 月 間程度で よ い の で は な

か ろうか。衣服を洗灌 ・ク リーニ ン グ後防虫加工

し保管すれ ば ， 次の シ ーズ ン 着用時 に は効力が な

くな っ て お り そ れ だ け薬害 の 心 配 もな い わ けで あ

る 。 す な わ ち ， 衣服 の 防虫加工 に お い て は
， 以前

の よう に 効力の 持続性 ， 耐洗濯 ・耐 ク リ
ー

ニ ン グ

性 に つ い て そ れ ほ ど重 要視 し な くて もよ い の で は

な い か と い う こ と で ある 。

　次に
，

こ れ ま で の 市販防虫加工剤 に殺虫効力が

認め ら れ る の で将来薬害 の 問題が お きな い とも限

らな い。そ こ で殺虫効力は な い が食害抑制効力の

高い （例え ば界面活性斉il　）防虫加工剤の 開発 が期

待 される 。 そ の 際 ， 問題とな るの は殺虫効力が認

め ら れ る 防虫加工剤 と認め られ な い もの とを同 じ

試験方法 ・基準 で 効力の 有無 を判定し て よ い か と

い う こ と で あ る 。 殺虫効力が認 め られる場合は ，

あ る程度食害 され て もそれ以上あま り被害が増え

な い と思 わ れ る が
， 殺 虫効力 の な い 場合は わ ずか

で も食害 さ れ る とい う こ と は，時間の 経過 と共 に

次第に被害が 多く な る こ と を示 して い る 。 こ の 両

者 の 相違点を十分 に 認識 し試験方法 と効力 の 判定

基準 の検討が必要と考 え られ る。現在効力の 判定

は食害量 とそ の 食害指数 （無加工 食害量 を 100と

した場 合）で 行わ れ て い る が ，殺虫効力の な い 場

合は そ の 基準値 をき び し く す る の は 当然 と考 え

る。

　 お わ り に

　 こ れ ま で 防虫加工剤 の効果や問題点 など に つ い

て 述 べ て きた が
， 最近 防虫加工 剤に関す る研究報

告は 少な い よ うに思 われ る。 こ れ は
， 防虫加工 剤

の 防虫効力と人体に 及 ぼす薬害 との 関係が 裏腹 の

場合が 多 い こ とか ら，新防虫加工 剤 の 開発が ま す

ます困難 に な っ て きたため で あろ う 。 ま た
， 最近

は低温保管庫　（10℃）の 普及 や新防虫剤 Empen −

thrin の 発 売 な ど で
， 防虫加工 の 必要性が 低下 傾

向に あ る 〔社会的要求 の 低
．
下）た め か も しれな い 。

し か し
， 防虫対策と て 防虫加工 剤に頼 ら ざ る を え

な い 場合 も多い こ とか ら，今後の 研究の 発展 が期

待 され ると こ ろ で あ る 。
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